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条件を付けて幾つかの方向で研究されているo 本論文の目的は，非コンパクト連結リイ群Sp(2 ， R) が 4 次元球面上
に可微分かつ不動点を持たないように作用するとき，その作用がどれくらいあるかを調べることである。得られた事
実は次の通りである o r 4 次元球面上の不動点を持たない可微分Sp(2 ， R) 作用の同変微分間相類全体は，集合 {(φ ，・
f )}のある同値類全体と 1 対 1 に対応するo ここで， f は 4 次元球面の中の自然な 1 次元球面 SI から 1 次元実射影
空間 P 1 (R) の上への可微分写像であり ， ø は SI上の 1 径数変換群であるo また組(ゆ， f) はある 5 つの条件を満
たすものであるロ」この (φ ， f) の構成方法を詳しく調べることにより，任意の自然数mに対して (4m-l) 個の
軌道を持つ作用を構成できる。従って次を得る。「上記Sp(2 ， R)・作用は無限に存在する。」
証明は以下のように行われる。 Sp(2 ， R) の極大コンパクト部分群はU(2)である。最初に，不動点を持たないU(2)
作用ゆを 1 つ構成しておく。上記Sp(2 ， R) 作用のU(2)への制限は常にこの作用ゆに同変微分間相となることが基本
となる。第 1 段階では，上記Sp(2 ， R) 作用のうちU(2)への制限がゆと一致するものだけを考えるo このような Sp(2 ，
R) 作用が与えられたとき， 3 つ組 (S ， ø, f) を次のように構成する。 U(2)へ制限した作用 φ の主イソトロピ一
群の不動点集合は 2 次元球面 S 2 である。 Sp(2 ， R) の部分リイ環の構造を調べることにより，この S 2 から 2 次元実射
影空間 P 2(R) の上への可微分写像 f が構成出来る。また， S2上に l 径数変換群ゆも作れる o 次に， P 2 (R) の中の
自然な P 1 (R) を考え， S = f -1 (P 1 (R) )と定める o S は自然な 1 次元球面 SI に微分同相である。 f , ゆを S 上
に制限したものを同じ記号で表す。これが求める 3 つ組 (S ， φ ， f) であるo この 3 つ組の性質のうち 6 つを抽出
するo 逆に，この 6 つの条件を満たす 3 つ組 (S ，ゆ， f) が与えられたときに， 4 次元球面上に不動点を持たない
可微分Sp(2 ， R) 作用を構成することが出来る。形式的に構成する Sp(2 ， R) 作用が可微分となることを示すのが証明
の中心となる。そして， U(2)への制限がゆである Sp(2 ， R) 作用と 3 つ組 (S ，ゆ， f) とは 1 対 l に対応することが




非コンパクト連結リイ群Sp(2 ， R) が 4 次元球面上に可微分かつ不動点を持たないように作用するとき， その作用
の微分同相類とある集合の同値類とが 1 対 l に対応することを示し，その結果，作用が無限に存在することを示して
いる o 作用を記述するための新しい量を見つけ出すことにより，対応を完成しており，興味ある結果と独創性を含む
証明方法は，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
